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ペア幼児へバンダナをプレゼント ビデオレターで気持ちを伝える 時間外 昼休憩

















表１ 広島大学附属三原中学校 第２学年 技術・家庭科（家庭分野）の学習の流れ
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を 発 見 し て 自 ら
改 善 を 試 み て い
るか。
幼 児 の 保 護 者
や 幼 稚 園 の 先 生
との会に向けて，
見 つ け た 課 題 を
も と に 準 備 を 積
極 的 に 行 っ て い
るか

幼 児 と の ふ れ
あ い に お い て 相
手 の 立 場 に な っ
て か か わ り 方 を
工夫しているか。
グ ル ー プ の 仲
間 や ク ラ ス の 仲
間 と 共 に 課 題 解
決 に 向 け た コ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 活 動 に 対 し て
積極的であるか
 
幼 児 と の ふ れ
あ い か ら 見 出 し
た課題をもとに
自 分 の 幼 い 頃 を
ふり返り，これま
で 多 く の 人 に 支
え ら れ て 成 長 し
て き た こ と に 気
がつき，これから
の 自 分 を 考 え る
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表４ 幼児とのふれあいに関しての第１回目の 4＆$ の一例（７月実施）
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“Interactive Experiential Learning With Young Children” in Junior High School Home Economics 
courses 
: Developing and implementing a class model using active learning  
 
The purpose of this study is to develop, put into practice and verify a class model that uses active 
learning, which allows students to solve problems on their own, in a Home Economics class for 8th grade 
students with the theme, “Our growth and family: Interaction with young children.” 
The “Class model for nurturing communication skills,” developed in this study has the following 
characteristics. 
(1) Deepening the understanding of young children through direct and indirect involvement of young 
children’s parents and students. 
(2) Creating a “FAQ of interactions with young children,” in the post learning of the interactive practice 
with the young children. 
(3) Students having discussions with their families and kindergarten teachers and solving problems in 
order to have a better understanding of the mental and physical development of the young children.  
(4) The interactions with young children are also related to clothing and eating habits. 
We analyzed the teaching process and learning outcomes of children as described above, and were able 
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 生徒たちの変容を，主に 4＆$ の分析から考察
した。生徒は，最初は目の前の幼児との活動に
ついて関心を持ち，それについての疑問を多く
感じていた。しかし，保護者との話を通して，
家族とのかかわりや生活の様子，子育ての喜び
や苦労などを聞くことで目の前の様子だけでは
なく，背景（生活の様子や親の思いなど）を知
り幼児を多面的に見ることが出来た。さらに，
自分の幼い頃と重ね合わせることができた生徒
も多かった。そして，幼稚園の先生と話すこと
で，表４では，目の前の現象をとらえた回答が
多かったが，幼児だけに注目するのではなく表
５においては，環境とのかかわりで幼児を見る
ことが出来るようになった。仮説で述べたよう
に，主体的・対話的な学びを意識して取り入れ
たことで，生徒が心を動かし，「人が育つために
何が大切か」を自ら知ろうとしていたことが成
果である。また，授業の学びを 4＆Ａという形
にしたことで，それをまとめる過程で自ら学び
を振り返り，「なぜか」「どのようにするとよい
良いのか」という課題解決に向けて動く生徒の
姿にも出会うことができた。
 幼児とのふれあい体験学習は，幼稚園の先生
方との連携を深め工夫することよって，その学
びもより深くなる。4＆$ 集を学びのあしあとと
して来年度の生徒たちに伝えながら，今後もよ
り深い学びを追求したい。
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